
 
 

2017年ユネスコ 
「人間と生物圏（MAB）計画」 

ユースフォーラム 
 

イタリア・ポーデルタ生物圏保存地域（ユネスコエコパーク） 

2017年9月18-22日 
 

 
 
 
 
 
 
  



1 
 

 

宣言（仮訳） 
 

前言 
 

我々、85か国の142か所の生物圏保存地域（ユネスコエコパーク）から282名のユー

ス（青年）人間と生物圏計画（以下、ＭＡＢ計画）代表が、2017年9月18日から22日に

かけてイタリアの「ポーデルタユネスコエコパーク」に集まり、第1回「MAB計画ユー

スフォーラム」に参加した。このフォーラムでは、「ポーデルタユネスコエコパーク」

の8か所で50回以上のワークショップが開催され、このように対話型・参画型の要素が

非常に強いフォーラムへの参加機会があることに大変感謝する。 
 
我々は、「ポーデルタユネスコエコパーク」の住民やフォーラムの主催者、スポンサ

ー、参加者、ホスト機関及びボランティアの皆さんの温かいおもてなしと、我々が快適

に過ごせるよう尽力くださったことに感謝する。今回のフォーラムは、ユース世代同士

で情報交換及び協力しながら、ユネスコエコパークにおけるユースの未来について共通

ビジョンを構築する大変素晴らしい機会であった。我々の生い立ち・背景状況はそれぞ

れ異なるが、ユネスコエコパーク、生物圏保存地域世界ネットワーク、そして、ユネス

コの「ＭＡＢ計画」における共通の目標と行動のもと、一致団結している。 
 
宣言 
 
「MAB計画ユースフォーラム」の代表として、我々はすべてのユネスコエコパーク

が、当該地域の企業の参画と地域の利害関係者との協力を得て、（特に生物多様性の保

全と生息地の回復など）ユネスコエコパークの価値観と関連する魅力的で長期的な雇用

機会を創出することをお願いしたい。具体的には下記を提案したい。 
 

• 各ユネスコエコパークにおいて、持続可能なビジネスのアイデアを支援するための

ハブ（中核）やインキュベーター（起業支援機能）を創ること。 
• ユネスコエコパークの価値観に即した雇用機会を情報共有するためのオープン・デ

ータベースを構築すること。 
• ユネスコエコパーク内におけるユースの技能と就業能力を高めるための研修プログ

ラムを開発すること。 
 

 「MAB計画ユースフォーラム」の代表として、我々はすべてのユネスコエコパーク

が、これらの地域の価値に関する学術的知識と伝統的な知識を普及し、社会の認知度と

自らの帰属感を高め、また、それらを次の世代へしっかり引き継いでいくよう求めた

い。 
 
「MAB計画ユースフォーラム」の代表として、我々自身が下記について行動してい

くことを約束するとともに、各ユネスコエコパークに対してもこれらをお願いしたい。 



2 
 

• 地域の利害関係者とコミュニティの参画を得て、文化、生態、経済をテーマとした

関連活動を定期的に企画すること。 
• 若者をユネスコエコパークの大使になれるよう育成するためのサマーキャンプ、ワ

ークショップ、会議を企画する。 
 
我々はすべてのユネスコエコパークが当該地域の内外に所在するすべてのレベルの教

育機関との関係を構築することを求めたい。具体的には、下記のとおり。 
• 学校と大学において、ユネスコエコパークの特性、価値観及びツールを扱う特定の

カリキュラムやプログラムを開発すること。 
• 応用研究の促進やインターンシップの機会増加のため、研究機関や地域の経済団体

と連携すること。 
 
「MAB計画ユースフォーラム」の代表として、我々は、生物圏保存地域ネットワー

クが、ユネスコエコパーク間における情報、アイデア、知識、優良事例の交流を促進す

ることを提案する。特にこれらの交流において若者の参加を促すツールを通じて、実践

することを推奨したい。具体的には、下記のことを提案する。 
• 地域のユースフォーラムの定期的な企画 
• ユネスコエコパーク専用のオープンアクセスが可能なデジタル・プラットフォーム

の開発・維持（例えば、スマホのアプリによるウェブ会合やオンラインコース） 
• 学校間やテーマ別ユネスコエコパークのコミュニティ間のネットワーク構築に向け

た、ユネスコエコパーク・スクール及びユースクラブのプログラムの創設。 
 
我々は、ユネスコエコパーク及び生物圏保存地域ネットワークが、具体的なプロジェ

クトを実施する上で、ユースの交流及び協力を促進することを求めたい。例えば、ユネ

スコエコパークにおけるボランティアプログラムや、各国の間の相互訪問などの促進が

考えられる。 
 
「MAB計画ユースフォーラム」の代表として、我々は、例えば、エアビーアンドビ

ー（Airbnb）1 やカウチサーフィン（The Couchsurfing Project）2 のような、ユネスコ

エコパークにおける若者向けの受入れプロジェクトを創設するよう最大限努力したい。 
我々は、若者による長期プロジェクトを支援するため、地域内と地域間の資金獲得の

手助けを次の手段により呼びかけることとしたい。 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
（以下注釈は日本語訳向けのみ） 

1. 宿泊施設・民宿を貸し出す人向けのウェブサイト 
2. インターネット上の無料で国際的な‟ホスピタリティー・コミュニティ“で、海外

旅行などをする人が、相互的な思いやりと信頼により、他人の家に宿泊させてもら

う仕組み。ウェブサイトの会員制コミュニティ。 
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• 資金調達と資金源の開拓のため「資金調達専門家グループ」または「資金調達助言

委員会」を設置 

• 「ＭＡＢ計画」のクラウドファンディングのプラットフォームの構築を推進 

• 企業に普及するユネスコエコパーク炭素排出に関する認証システム構築の可能性を

検証 

 
「MAB計画ユースフォーラム」の代表として、我々は、若者にとって効果的に活動

ができるよう、ユネスコ「ＭＡＢ計画」国際調整理事会（ICC）における「ＭＡＢ計

画」のあらゆる面でのコミュニケーションの向上を求めたい。 
• すべてのユネスコエコパークにおいて、若者の参画に関するデータを収集するため

の「ＭＡＢ計画」の調査を促進 
• 既存の「ＭＡＢ計画」の「コミュニケーションガイドライン」と「ツールキット」

の更新及び今後の文書作成にあたっては、ユースの視点を組み入れる 
• ユースによる最優秀プロジェクトを表彰する「ＭＡＢユース賞」を設置 
• 「ＭＡＢ計画」の公式文書について、‟ユースにわかりやすい言葉“でまとめた概

要資料の作成 
 
我々は、ユネスコ「ＭＡＢ計画」国際調整理事会（ICC）が「ＭＡＢ計画」のビジョ

ン、ミッション及び活動に関する知識や認識を世界に広めることを求める。 
下記のことを提唱する。 
• 「ＭＡＢ計画」の価値観を普及する著名人をイメージ大使として起用 
• 「ＭＡＢ計画」博覧会の定期的な開催 
 
「MAB計画ユースフォーラム」の代表として、我々は、双方向のツールの開発と普

及に力を入れることで、あらゆるレベルで「ＭＡＢ計画」に関する情報を共有すること

を約束する（例えば、ソーシャルメディア、ストーリーテリング、漫画）。 
 
我々は、各層の「ユース代表」を選抜して「ＭＡＢ計画」のガバナンスにおける参画

の位置づけを提案する。特に意思決定プロセスの重要な局面においてのユースの参画を

求める。 
 
我々は、ユネスコ「ＭＡＢ計画」国際調整理事会（ICC）がユースをオブザーバーの

メンバーに含むことを求めるとともに、各国がユースを国の代表団、「ＭＡＢ計画」の

ナショナル・コミッティ―（国内委員会）、及びユネスコエコパークにおけるガバナン

スへの参画を必須とするよう推奨する。 
 
最後に、我々は、我々のユネスコエコパーク及び地域の若者たちに、2017年「MAB

計画ユースフォーラム」について報告することを約束する。また、ユネスコに対しプラ

ットフォームとメカニズムを構築し、本フォーラム行動計画の実施を監視（モニター）

し、かつ定期的に実施状況について報告書を提出することを求める。



 
 

 

行動計画 
 

すべての生物圏保存地域（ユネスコエコパーク）に適用 

目標 
リマ            

行動計画 

持続可能な

開発目標

（SDGs） 
行動 優先度 

ユースの 
関与 

（責任） 
ユネスコのツール 

生物圏保存地域

（ユネスコエコパ

ーク）–目標１ 
 
地域の企業の参画

と利害関係者との

協力を得て、（特

に生物多様性の保

全と生息地の回復

など）生物圏保存

地域（ユネスコエ

コパーク）の価値

観と関連する魅力

的で長期的な雇用

機会を創出する。 

A4.2; A5; B1; 
C3.1; C4.2; C5 

SDG目標８

（働きがい

も、経済成長

も） 
 

a. 各ユネスコエコパークにおいて、持

続可能なビジネスのアイデアを支援

するためのハブ（中核）やインキュ

ベーター（起業支援機能）を創る。 

+  サイエンスパークと科学技術

ビジネスインキュベーター 

b. ユネスコエコパークの価値観に即し

た雇用機会を情報共有するためのオ

ープン・データベースを構築する。 

+  Opening Access to Sustainable 
Independent Income Streams
（OASIIS） 
※ユネスコエコパークにおける持続可

能な経済の推進を目的としたオンライ

ンプラットフォーム

（https://www.oasiis-br.org/#!/） 

c. ユネスコエコパーク内におけるユー

スの技能と就業能力を高めるための

研修プログラムを開発する。 

+  ユネスコスクール・プロジェ

クト・ネットワーク

（UNESCO ASPNET）、万人の

ための教育（EFA）、「仕事と

生活技能」訓練計画、国際職

業技術教育事業

（UNEVOC）、技術教育及び

訓練並びに職業教育及び訓練

（TVET） 
d. 長期的なビジョンを持てるよう可

能性と機会を提供し、グリーン経

済に従事するスタートアップ（操

業開始・新興ビジネス）の創設と

成長を支援する。 

   

https://www.oasiis-br.org/#!/


5 
 

生物圏保存地域

（ユネスコエコパ

ーク）–目標２ 
 

生物圏保存地域

（ユネスコエコパ

ーク）の価値に関

する学術的知識と

伝統的な知識を普

及し、社会の認知

度と自らの帰属意

識を高め、また、

それらを次の世代

へしっかり引き継

いでいく。 
 
 

A2.4; D2; C8 
 
 

SDG目標４

（質の高い教

育をみんな

に） 
 
SDG目標12
（つくる責

任、つかう責

任 

a. 地域の利害関係者（ステークホルダ

ー）とコミュニティの参画を得て、

文化、生態、経済をテーマとした関

連活動を定期的に企画する。 

+ +  

b. 若者をユネスコエコパークの大使に

なれるよう育成するためのサマーキ

ャンプ、ワークショップ、会議を企

画する。 

+ +  

c. ユースの執筆記事を含んだユネスコ

エコパークのイベントを紹介する定

期刊行物（ニュースレター）を創刊

する。 

 + ニュースレター 

d. 地元のユネスコエコパークに2017
年「MAB計画ユースフォーラム」

について報告する。 

 +  

e. エコツーリズムと体験型観光を通じ

て伝統的で学術的知識を広める。 
  ユネスコ世界遺産の持続可能

な観光ツールキット、ユネス

コMAB計画ブランド&ストー

リーツールキット 
f. 「ユネスコエコパークの日」を設定

し、祝う活動を行う！ 
 + ユネスコエコパーク国際デー 

※MAB40周年を祝う日として2011年
11月3日に実施された 

g. ユネスコエコパークの目標に関連す

る最も革新的で効果的なユースプロ

ジェクトを表彰する賞を設置する。 

 + MAB計画若手研究者賞 

h. ユネスコエコパーク、学校におい

て、また各種の活動を行う際に、ユ

ース大使としてユネスコエコパーク

の理念を普及するため、地域内でユ

ース代表を選抜する。 

 + 「MAB計画ユースフォーラ

ム」参加者 

i. 子供、10代の世代と大人向けに、ユ

ネスコエコパークの文化や生息地に

関する知識が学べるゲーム（オンラ

インや室内ゲーム）をつくる 

  『世界を救う』ゲーム 
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j. より簡潔な言葉でユネスコエコパー

クの研究成果を発表する。（例えば

会議、ソーシャルメディア、新聞、

祝日・お祭りなど） 

 +  

k. ローカルプロダクトとサービスを統

合したブランディングにより、地域

の利害関係者との協力を強化する 

  ユネスコブランド&ストーリ

ーツールキット 

l. ユネスコエコパーク博覧会を開催

し、ユネスコエコパークのすべての

プロジェクトとテーマを紹介する。 

   

生物圏保存地域

（ユネスコエコパ

ーク）–目標３ 
 
ユネスコエコパー

クが当該地域の内

外に所在するあら

ゆるレベルの教育

機関との関係を構

築する 
 
 

A4.2; B7 SDG目標４

（質の高い教

育をみんな

に） 
 

a. 応用研究の促進やインターンシップ

の機会増加のため、研究機関や地域

の経済団体と連携する。 

+  サイエンスと科学技術ビジネ

スインキュベーター 

b. 学校と大学においてユネスコエコパ

ークの特性、価値観及びツールを扱

う特定のカリキュラムやプログラム

を開発する。 

+  ユネスコスクール・プロジェ

クト・ネットワーク

（UNESCO ASPNET）、 
ユネスコチェア 

c. 大学とパートナーシップを構築し、

eラーニングコースを実施する。 
  ユネスコチェア 

d. 学校を対象とするスタディビジット

（訪問学習）、教育ツアー、及び野

外ワークショップを企画する。 

   

e. 教員向けの実践的ワークショップを

実施し、教員がユネスコエコパーク

の重要性に関する知識を得て、どの

ようにユネスコエコパークの重要性

について教育・学習計画の中に取り

入れていけるかの研修を行う。 

  「万人のための教育」、「持

続可能な未来のための学習」

計画、2030年教育のための教

員国際タスクフォース、教員

研修ワークショップとセミナ

ー 

f. ユースの雇用を促進する方策の一つ

として、奨学金付きインターンシッ

プを実施する。 

  Opening Access to Sustainable 
Independent Income Streams
（OASIIS）  
※ユネスコエコパークにおける持続可

能な経済の推進を目的としたオンライ

ンプラットフォーム

（https://www.oasiis-br.org/#!/） 

https://www.oasiis-br.org/#!/


7 
 

g. ユネスコエコパークの内外の教育機

関において、ユネスコエコパークと

「ＭＡＢ計画」の価値観に関連する

プレゼンテーションやワークショッ

プを企画または推進する。 

  ユネスコスクール・プロジェ

クト・ネットワーク

（UNESCO ASPNET） 

生物圏保存地域（ユネスコエコパーク）ネットワークに適用 

目標 
リマ            

行動計画 

持続可能な

開発目標

（SDGs） 
行動 優先度 

ユースの 
関与 

（責任） 
ユネスコのツール 

生物圏保存地域ネ

ットワーク 

–目標１ 
 
生物圏保存地域

（ユネスコエコパ

ーク）間における

情報、アイデア、

知識、優良事例の

交流を促進する。

特にこれらの交流

において若者の参

加を促すツールを

通じて、実践す

る。 

A4.4; A4.5; 
B5; B6 
 
 

SDG目標16
（平和と公正

をすべての人

に） 
 
SDG目標17
（パートナー

シップで目標

を達成しよ

う） 

a. 世界の地域レベルでのユースフォー

ラムを定期的に企画する。 
+   

b. ユネスコエコパーク専用のオープン

アクセスが可能なデジタル・プラッ

トフォームを開発・維持する。（例

えば、スマホのアプリによるウェブ

会合やオンラインコース） 

+  オープントレーニングプラッ

トフォーム 

c. 学校間やテーマ別ユネスコエコパー

クのコミュニティ間のネットワーク

の構築に向けて、ユネスコエコパー

ク・スクール及びユースクラブのプ

ログラムなどの創設により、テーマ

別のネットワークを構築する。 

+  「MAB計画」ネットワーク 

d. 関係国やトピック（山岳地域のユネ

スコエコパークなど）を掲載する、

ユネスコエコパーク地域やネットワ

ーク向けのニュースレター/回覧物

の創設、貢献。 

   

e. ユネスコエコパーク間での様々なコ

ンテスト（例えば、写真展）を開催

する。 

  ユネスコ「もし私が世界のユ

ースだったら」コンテスト（ユ

ース写真・ビデオコンテスト）

https://en.unesco.org/news/global-
youth-contest-if-i-were-and-winners-
are 

f. 特定のテーマでのユースフォーラム    
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を開催する。 
生物圏保存地域ネ

ットワーク 

-目標２  
 
生物圏保存地域

（ユネスコエコパ

ーク）及び生物圏

保存地域ネットワ

ークが、具体的な

プロジェクトを実

施する上で、ユー

スの交流及び協力

を促進する。 

B1; B2; B4; 
B6; B7; C2; 
C3 

SDG目標17
（パートナー

シップで目標

を達成しよ

う） 
 

a. ユネスコエコパークにおけるボラン

ティアプログラムや、各国の間の相

互訪問を実施する。 

+  国連ボランティア 

b. 例えば、エアビーアンドビー

(Airbnb)とカウチサーフィン（The 
Couchsurfing Project）のような、ユ

ネスコエコパークにおける若者向け

の受入れプロジェクトを創設する。 

+ +  

c. ユネスコは、同じネットワーク内に

おける異なるユネスコエコパークの

ユースの交流を対象とした奨学金制

度を設置しなければならない。 

+   

d. 既存の国際モビリティプログラム/
奨学金事業（例えばエラスムス計

画、ネルソン・マンデラ基金、フル

ブライト奨学金、など）とパートナ

ーシップを構築することで、若者に

他のユネスコエコパークについての

認識を促進させる。 

+ + ユネスコチェア 

生物圏保存地域ネ

ットワーク 
-目標３ 
 
若者による長期プ

ロジェクトを支援

するため、地域内

と地域間の資金獲

得の手助けを促進

する。 

A5; C5; C3.2 SDG目標４

（質の高い教

育をみんな

に） 
 
SDG目標８

（働きがいも

と経済成長

も） 
 

a. 資金調達と資金源の開拓のため、

「資金調達専門家グループ」または

「資金調達助言委員会」を設置す

る。 

+   

b. 「MAB計画」のクラウドファンデ

ィングのプラットフォームの構築を

推進する。 

+  文化の多様性のための国際基

金 

c. 企業に販売する、ユネスコエコパー

ク炭素排出権取引に関するシステム

の構築の可能性を検証する。 

+  「パリ協定」 

d. 資金集めのための「MABのユース

イベントを創設する。. 
   

e. 地域の資金調達情報の収集方法、及

び申請の流れについて、若者を研修
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対象とするワークショップを企画す

る。 
f. 「MABットワーク・ユースプロジ

ェクト」を年間表彰する制度を設置

する。 

   

ユネスコ「MAB計画」国際調整理事会（MAB-ICC）に適用 

目標 
リマ            

行動計画 

持続可能な

開発目標

（SDGs） 
行動 優先度 

ユースの 
関与 

（責任） 
ユネスコのツール 

「MAB計画」国際

調整理事会―目標

１ 
 
若者にとって効果

的に活動ができる

よう、ユネスコ

「MAB計画」国際

調整理事会」

（ICC）におい

て、「MAB計画」

のあらゆる面での

コミュニケーショ

ンを向上する。 

D2.4; D3 SDG目標17
（パートナー

シップで目標

を達成しよ

う） 

a. すべてのユネスコエコパークにおい

て、若者の参画に関するデータを収

集するための「MAB計画」の調査

を促進する。 

+  ユネスコ統計研究所 

b. 既存の「MAB計画」の「コミュニ

ケーションガイドライン」と「ツー

ルキット」の更新及び今後の文書作

成にあたっては、ユースの視点を組

み入れる。 

+  ユネスコ青年プログラム 

c. ユースによる最優秀プロジェクトを

表彰する「MAB計画ユース賞」を

設置する。 

+   

d. 「MAB計画」の公式文書につい

て、‟ユースにわかりやすい言葉”

でまとめた概要資料を作成する。 

+   

e. ユース交流事務室を設立する（情報

戦略の策定、-コミュニケーション

プログラム-ユースのリストの更

新） 

 +  

f. 統一的なコミュニケーションの基礎

を整備するため、共通の語彙表を作

成する。 

  2005年条約語彙表 
 

g. 「MAB計画デー」を設立し、毎年

さまざまなテーマでイベントを展開
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する。 
「MAB計画」国際

調整理事会―目標

２ 
 
「MAB計画」のビ

ジョン、ミッショ

ン及び活動に関す

る知識や認識を世

界に広める。 

D2 SDG目標17
（パートナー

シップで目標

を達成しよ

う） 

a. 「MAB計画」の価値観を普及する

著名人をイメージ大使として起用す

る。 

+  名誉大使・親善大使 

b. 「MAB計画」博覧会を定期的に開

催する。 
+  世界観光活動 

c. あらゆる人々が利用できるコミュニ

ケーション資料（障がい者や教育ア

クセスに限度のある人々を含む）を

開発する。 

   

d. 「MAB計画」の汎用ラベルを作成

し、「MAB計画」の価値観と一致

するエコツーリズムの優秀モデルを

特定する。 

  ユネスコのロゴマーク 

e. あらゆるレベルで「MAB計画」に

関する情報を共有できるよう、双方

向のツールを開発し普及する。 

+ + 革新的かつイノベーティブ

で、双方向のツール 

「MAB計画」国際

調整理事会―目標

３ 
 
「ユース代表」を

選抜し、あらゆる

レベルで「MAB計
画」におけるガバ

ナンスに参画させ

る。特に意思決定

プロセスの重要な

局面においてのユ

ースを参画させ

る。 

E2; E3 SDG目標16
（平和と公正

をすべての人

に） 
 
SDG目標17
（パートナー

シップで目標

を達成しよ

う） 

a. オブザーバーのメンバーにユースを

含める。 
+  各国常設代表部 

b. 各国において、ユースを国の代表

団、「MAB計画」のナショナル・

コミッティ―（国内委員会）、及び

ユネスコエコパークにおけるガバナ

ンスへ参画させることを必須とす

る。 

+  ユネスコイタリア国内委員会

ユース委員会 

c. ユース代表が地域と国際活動に参加

することを支援する。 
   

d. 「MAB計画」の必須条件として、

各国国内委員会にユース委員を2-3
名を含めるよう措置する。 

   

 


